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平成１５年）

三熊山周遊道路三熊山周遊道路�
（これから萩の見ごろを迎えます）（これから萩の見ごろを迎えます）�

三熊山周遊道路�
（これから萩の見ごろを迎えます）�



２�

歳 出�162億7,064万円�

歳 出�歳 出�歳 出�
土木費�
24億722万円�
（14.8％）�

民生費�
34億8,350万円�
（21.4％）�

総務費�
23億8,531万円�
（14.7％）�

　　公債費�
19億7,540万円�
（12.1％）�

　　衛生費�
19億6,220万円�
（12.1％）�

土木費�
24億722万円�
（14.8％）�

民生費�
34億8,350万円�
（21.4％）�

総務費�
23億8,531万円�
（14.7％）�

　　公債費�
19億7,540万円�
（12.1％）�

　　衛生費�
19億6,220万円�
（12.1％）�

教育費�
16億7.594万円�
（10.3％）�

消防費�
5億6,393万円�
（3.5％）�

農林水産業費�
11億3,489万円�
（7.0％）�

労働費・諸支出金�
1億3,334万円�

（0.8％）�

諸会費�
2億3,308万円�
（1.4％）�

商工費�
3億1,583万円�

（1.9％）� 平
成
十
四
年
度
決
算
が
九
月
一
日
、
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
百
六
十
六
億
四
千
五
百
九
万
円
、
歳
出
総
額

は
百
六
十
二
億
七
千
六
十
四
万
円
で
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
除
い
た
実
質
収
支
は
二
億
六
千
八
百
六
十
万
円
と
な

り
、
三
十
一
年
連
続
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。�

歳
入
で
一
番
多
い
の
は
、
市
税
の
五
十
七
億
千
九
十
七
万
円
で
す
が
、
景
気
の
低
迷
な
ど
か
ら
前
年
度
に
比
べ
て
一
億
二
千
二
百
九

十
九
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。�

歳
出
で
一
番
多
い
の
は
、
民
生
費
の
三
十
四
億
八
千
三
百
五
十
万
円
で
、高
齢
者
や
障
害
者
、
児
童
の
福
祉
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。�

今
月
号
で
は
、
十
四
年
度
決
算
を
基
に
、
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
や
国
、
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
が
、
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
た
か
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

まちを支える力強いまちを支える力強い�
産業づくり�

市民と行政による�
まちづくり�

まちを支える力強いまちを支える力強い�
産業づくり�

市民と行政による�
まちづくり�

まちを支える力強い�
産業づくり�

市民と行政による�
まちづくり�

●中小企業融資制度預託金�

　　　･･･････････1億円�

●広域営農団地農道整備事業�

　負担金�

　　　･･････3,140万円�

●農村総合整備モデル事業　

　　　･･･1億4,543万円�

●アグリ公園整備事業�

　　　･･･1億4,999万円�

●勤労者住宅融資制度預託金  

　　　･･････8,500万円�

●緊急雇用創出事業�

　　　････････907万円�

�

�

�

●街中コミュニケーション�

　システム運用事業�

　　　･･････4,396万円�

●電算処理開発経費�

　（住基ネットワークシステム）

　　　････････368万円�

●地域公共ネットワーク�

　整備事業�

　　　･･････1.355万円�

●男女共同参画推進事業　

　　 ････････450万円�

�

�



３�

歳 入� 166億4,509万円�

歳 入�歳 入�歳 入�

その他�
4億41万円�
（2.4％）�

繰入金�
1億4,968万円�

（0.9％）�

地方特例交付金�
1億8,260万円�

（1.1％）�

16億528万円�
（9.6％）�

13億2,847万円�
（8.0％）�

県支出金�
11億3,206万円�

（6.8％）�

繰越金�
2億6,152万円�

（1.6％）�

使用料及び手数料�
4億8,647万円�
（2.9％）�

諸収入�
6億2,705万円�
（3.8％）�

地方消費税交付金�
3億8,974万円�
（2.3％）�

分担金及び負担金�
2億9,680万円�
（1.8％）�

市　税�
57億1,097万円�
（34.3％）�

地方交付税�
40億7,404万円�
（24.5％）�

市債�

国庫支出金�

市　税�
57億1,097万円�
（34.3％）�

地方交付税�
40億7,404万円�
（24.5％）�

市債�

国庫支出金�

●街なみ環境整備事業�

　　　･･････1.284万円�

●花の街づくり推進事業�

　　　････････100万円�

●合併処理浄化槽設置補助金�

　　　･･････5.438万円�

●新し尿処理場整備事業�

　　　･･･2億4,614万円�

●ふるさと林道維持補修事業　

　　　････････844万円�

●防犯灯電気代助成�

　　　････････364万円�

�

●高齢者インフルエンザ　

　予防接種事業�

　　　･･････1.939万円�

●在宅ねたきり老人等�

　紙おむつ給付事業�

　　　････････289万円�

●身体障害者�

　デイサービス事業助成　

　　　･･････4,160万円�

●福祉タクシー利用料�

　助成事業�

　　　････････133万円�

●指定ごみ袋交付事業�

　(乳児のいる世帯対象)�

　　　････････231万円�

�

�

●市民会館特定事業委託�

　　　････････417万円�

●埋蔵文化財確認調査、�

　整理事業�

　　　･･････2,052万円�

●トライやるウィーク事業

　　　････････390万円�

●小中学校コンピュータ�

　更新事業�

　　　･･････2,879万円�

●(仮称)総合文化体育館�

　整備事業�

　　　･･･2億5,307万円�

●図書館図書資料購入事業

　　　･･････1,501万円�

�

�

�

自然と共生する安全で�
快適な公園都市づくり�

健やかでいきがいの�
あるまちづくり�

豊かさを実感できる�
都市基盤づくり�

自然と共生する安全で�
快適な公園都市づくり�

健やかでいきがいの�
あるまちづくり�

豊かさを実感できる�
都市基盤づくり�

自然と共生する安全で�
快適な公園都市づくり�

健やかでいきがいの�
あるまちづくり�

想像力と豊かな心を育む�
教育･文化のまちづくり�
想像力と豊かな心を育む�
教育･文化のまちづくり�
想像力と豊かな心を育む�
教育･文化のまちづくり�

豊かさを実感できる�
都市基盤づくり�

●都市計画情報システム�

　構築事業�

　　　････････748万円�

●国土利用計画策定事業�

　　　････････702万円�

●公営住宅整備事業�

　　　･･････4,133万円�

●わが家の耐震診断推進事業

　　　････････148万円�

●道路改良事業�

　　　･･･7億4,558万円�

�

�

�

市 民 税 �

固 定 資 産 税 �

軽 自 動 車 税 �

市 た ば こ 税 �

特別土地保有税�

入 湯 税 �

都 市 計 画 税 �

滞 納 繰 越 分 �

計�

50,310円�

66,838円�

1,890円�

6,389円�

148円�

1,026円�

9,154円�

2,225円�

137,980円�

税　目�

市民負担の状況�

平成14年度市税決算額（現年分）を平成15年3月31日�
現在の住民登録による人口41,390人で割った額です。�

1人あたり負担額�
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特別（企業）会計決算�特別（企業）会計決算�
市の予算には一般会計のほか、特定の事業などに使う特別（企業）会計があります。主な特別会計の収支は次のとおりです。�

また、企業会計の水道事業会計の収益的収支では、８,３６４万円の純損失となっています。�

３２億５,２５７万円�

８,８９７万円�

４７億２,６３５万円�

２３億７,２４４万円�

３億８,６５６万円�

２２億５,３８９万円�

�

３４億４,２８７万円�

　　６,９８７万円�

４６億６,９８５万円�

２３億６,０７４万円�

３億８,６５６万円�

２２億３,３３５万円�

�

　△１億９,０３０万円�

　　　　　０�

５,６５０万円�

　　９０万円�

　　　　　０�

　２,０５４万円�

　�

本店　洲本市宇山�

店舗　島　内　　２０店�

　　　神戸市　　５店�

　　　明石市　　１店�

　　　西宮市　　１店�
理事長� 瀧　川　好　美�

�

会　計　名� 歳　　入� 歳　　出� 差　引　額�

国民健康保険（事業勘定）�

由良港湾公有水面埋立事業�

老 人 保 健 医 療 �

公 共 下 水 道 事 業 �

Ｃ Ａ Ｔ Ｖ 事 業 �

介 護 保 険（ 事 業 勘 定 ）�

　差引額は、歳入から歳出と15年度へ繰り越すべき財源を差し引いた金額です。�

洲本市の財政データ�洲本市の財政データ�
◆経常収支比率・・・８０．６％�

　財政構造の弾力性を判断するための指標として使わ

れるもので、この率が低ければ低いほど収入に余裕が

あることになります。市では７５　程度が妥当と考え

られています。景気低迷による税収の落ち込みによ

り、全国的に厳しい財政状況となっています。�

�

◆公債費比率・・・１６．７％�
　市が借りたお金に対して、元金の返済や利子の支払

額が、一般財源に占める割合をいいます。�

�

パー�
セント�

◆起債制限比率・・・９．８％�
　地方債（市がする借金）の許可に係る指標とし

て、２０　以上の場合、起債制限が適用されます。�

�

◆財政力指数・・・０．５９１�

　市の財政力を示す指数として用いられます。１に

近いほど財源に余裕があります。�

�

◆ラスパイレス指数・・・１００．７�
　地方公務員の給与水準を表すもので、国家公務員

の給与を１００として比較しています。�

�

パー�
セント�
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市
の
資
産
や
借
金
は
い
く
ら
？�

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
公
表
し
ま
す

を
公
表
し
ま
す�

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
公
表
し
ま
す

を
公
表
し
ま
す�

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
公
表
し
ま
す�

長
期
化
す
る
景
気
低
迷
に
よ
り
税
収
が
落
ち
込
む
な
ど
、各
自

治
体
は
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、よ

り
効
率
的
な
行
政
運
営
を
図
る
た
め
、ま
た
、市
民
に
財
政
状
況

を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
た
め
、民
間
企
業
の
会
計
手
法
で

あ
る
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成
し
公
表
す
る
自
治
体
が
増
え
て

い
ま
す
。
本
市
で
も
三
年
前
か
ら
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
使
っ
て
、

行
財
政
改
革
の
推
進
や
財
政
状
況
の
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。�

　
「
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
」
と
は
、

民
間
企
業
が
決
算
の
と
き
に
発

表
す
る
「
貸
借
対
照
表
」
に
当

た
る
も
の
で
、
所
有
す
る
資
産

の
内
容
と
、
そ
の
資
産
を
取
得

す
る
た
め
の
自
己
資
金
（
正
味

資
産
）
や
借
金
（
負
債
）
の
内

訳
を
、
左
右
に
対
比
さ
せ
た
表

の
こ
と
で
す
。�

　
一
方
、
現
在
の
地
方
自
治
体

の
会
計
制
度
は
、
一
年
間
の
金

銭
の
出
入
り
（
歳
入
と
歳
出
）

だ
け
を
記
録
す
る
方
法
で
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
、
年
度

ご
と
の
収
支
は
明
ら
か
に
な
る

も
の
の
、
預
金
や
借
金
、
資
産

が
ど
れ
だ
け
あ
る
か
と
い
っ
た

こ
と
が
分
か
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成

す
る
こ
と
で
、
市
が
所
有
し
て

い
る
資
産
や
負
債
な
ど
が
明
ら

か
に
な
り
、
違
う
角
度
か
ら
財

政
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。�

　
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、

市
が
所
有
し
て
い
る
資
産
総
額

は
、
約
七
百
六
十
四
億
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
負
債
合

計
は
、
約
三
百
八
十
八
億
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。�

　
市
民
一
人
あ
た
り
で
は
、
資

産
が
約
百
八
十
五
万
円
、
負
債

が
約
九
十
四
万
円
、
正
味
資
産

が
約
九
十
一
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。�

�

　バランスシートでは、左側を借方、右側
を貸方と言い、借方は資産の状況を表して
います。資産は大きく、流動資産、有形固
定資産、投資などからなっています。貸方
には、負債と正味資産が表示されています。
負債には、流動負債と固定負債があり、正
味資産は、国や県の補助金、一般財源から
なります。�

正味資産計� 37,629,683

 

市
の
資
産
総
額
は�

七
百
六
十
四
億
円�

 

市
の
資
産
総
額
は�

七
百
六
十
四
億
円�

資産の部�

合　　　計�

負債の部�

（単位：千円）�

平
成
15
年
3
月
末
現
在
�

�
　現金預金�

　未収金�

　　・地方税等未収金�

　　・その他（繰越補助金他）�

　財政調整基金�

�

�

　土　地�
　基金保有土地�

　建　物�

　道　路�

　橋りょう�

　河　川�

　山　林�

　構築物�

　機械・設備�

　車両等�

　その他備品等�

�

　電話加入権等�

�

　投資及び出資金�

　貸付金�

　保証金�

　基　金�

　　・土地開発基金�

　　・その他基金�

　その他投資�

�

　ソフト開発�

　その他�

2,883,579�
378,454�

1,751,714�

802,222�

949,492�

753,411�

69,235,716�
�

36,128,343�
1,496,880�

16,533,667�

2,405,621�

1,208,867�

2,359,926�

264,616�

8,626,038�

2,469�

113,713�

63,346�

32,230�
32,230�

4,270,450�
3,044,578�

137,019�

910�

1,087,943�

15,183�

1,072,760�

0�

25,378�

25,378�

0

固　定　資　産�

投　資　等�

繰　延　資　産�

有形固定資産�

無形固定資産�

流　動　資　産� �
　翌年度償還金�

　一時借入金�

　未払金�

　�

　翌々年度償還金�

　退職引当金�

　修繕引当金�

　債務負担額�

�

�

�
国補助金�

県補助金�

地元負担金�

繰越余剰金�

一般財源�

2,862,934�
1,807,587�

0�

1,055,347�

35,922,506�
20,720,602�

3,360,715�

66,533�

11,774,656�

�

�

�
9,025,901�

1,578,814�

158,841�

26,005�

26,840,122�

流　動　負　債�

固　定　負　債�

正　味　資　産�

76,415,123

負債・正味資産計� 76,415,123

69,203,486�
�

負　債　計� 38,785,440

バランスシートの見方�

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト�
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夢あるくらしのパートナー�
�

理�事�長��
�
藤　　　勝�
�

本店／洲本市栄町一丁目３番�１�７�号�TEL.０�７�９�９�（�２�２�）�５�５�５�５�（�代�）��
�店舗　淡路地域�１�８�ヵ店　阪神地域４ヵ店　播磨地域７ヵ店�

�

新
し
い
市
の
名
称

新
し
い
市
の
名
称�

「
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
ア
イ
デ
ア

「
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
ア
イ
デ
ア�

新
し
い
市
の
名
称

新
し
い
市
の
名
称�

「
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
ア
イ
デ
ア

「
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
ア
イ
デ
ア�

新
し
い
市
の
名
称�

「
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
ア
イ
デ
ア�

　
洲
本
市
・
五
色
町
合
併
協
議

会
で
は
、
新
市
の
名
称
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
募
集
期
間
は
九

月
三
十
日
ま
で
で
、
募
集
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。
�

◆
新
市
名
選
定
基
準
　
漢
字
や

　
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
の
ほ

　
か
、
こ
れ
ら
の
組
み
合
わ
せ

　
に
よ
り
表
記
さ
れ
た
読
み
書

　
き
が
容
易
な
も
の
と
し
ま
す
。

　
ま
た
、
既
存
の
市
町
名
に
な

　
い
名
称
で
次
の
条
件
に
該
当

　
す
る
も
の
を
応
募
し
て
く
だ

　
さ
い
（
洲
本
市
と
五
色
町
で

　
は
、
新
設
合
併
を
目
指
し
て
、

　
旧
市
町
名
は
使
用
し
な
い
こ

　
と
、
将
来
の
淡
路
一
市
の
実

　
現
を
願
い
、
「
淡
路
（
あ
わ

　
じ
）
市
」
の
名
称
は
使
用
し

　
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま

　
す
）
。
�

▽
洲
本
市
と
五
色
町
が
地
理
的

　
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
名
称
�

▽
洲
本
市
と
五
色
町
の
特
徴
を

　
表
す
名
称
�

▽
洲
本
市
と
五
色
町
の
歴
史
や

　
文
化
に
ち
な
ん
で
い
る
名
称
�

▽
合
併
に
つ
い
て
理
想
や
願
い

　
が
感
じ
ら
れ
る
名
称
�

◆
応
募
方
法
　
▽
新
市
の
名
称
�

　
（
ふ
り
が
な
）
　
▽
名
称
の

　
意
味
ま
た
は
理
由
の
ほ
か
、

　
応
募
者
の
住
所
、
氏
名
（
ふ

　
り
が
な
）
、
電
話
番
号
、
年

　
齢
を
書
い
て
、
応
募
は
が
き

　
か
官
製
は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク

　
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
合
併
協

　
議
会
事
務
局
へ
送
付
（
ま
た

　
は
持
参
）
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
両
市
町
の
合
併
推
進

　
窓
口
へ
持
参
す
る
こ
と
も
で

　
き
ま
す
。
一
人
で
何
点
で
も

　
応
募
で
き
ま
す
が
、
同
一
人

　
の
同
一
名
称
の
応
募
は
、
一

　
点
限
り
と
し
ま
す
。
�

◆
応
募
先
　
〒
６
５
６
・
８
６

　
８
６
　
洲
本
市
本
町
三
ー
四

　
ー
一
〇
　
洲
本
市
・
五
色
町

　
合
併
協
議
会
事
務
局
　
ｆ
ａ

　
ｘ
２
６
・
３
７
７
８
　
電
子

　
メ
ー
ル
�

�

◆
懸
　
賞
　
応
募
さ
れ
た
中
か
 

 

 

　
ら
▽
名
付
け
親
大
賞
（
会
長

　
賞
）
一
人
　
▽
名
付
け
親
賞

　
（
副
会
長
賞
）
二
人
　
▽
特

　
別
賞
十
三
人
を
決
定
し
、
商

　
品
を
贈
呈
し
ま
す
。
�

▼
詳
し
く
は
、
同
合
併
協
議
会

事
務
局
（
　
２
６
・
３
７
７
７
）

へ
。
�

�

　
本
市
や
県
、
民
間
企
業
な
ど

で
組
織
す
る
「
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ａ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
Ｉ
Ｔ
（
情

報
技
術
）
を
活
用
し
て
、
日
常

生
活
の
不
満
が
解
消
さ
れ
た
り
、

生
活
が
便
利
に
な
っ
た
り
す
る
、

ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
�

　
一
次
選
考
通
過
者
に
は
、
ア

イ
デ
ア
賞
と
し
て
一
万
円
、
二

次
選
考
通
過
者
で
商
品
化
さ
れ

れ
ば
開
発
賞
百
万
円
が
贈
ら
れ

ま
す
。
募
集
期
間
は
九
月
三
十

日
ま
で
。
�

◆
応
募
方
法
　
提
案
用
紙
（
Ａ
�

　
４
用
紙
、
千
六
百
字
以
内
）
�

　
に
ア
イ
デ
ア
を
書
い
て
、
市
�

　
役
所
企
画
部
情
報
課
へ
郵
�

　
送
（
ま
た
は
持
参
）
す
る
か
、
�

　
電
子
メ
ー
ル
で
応
募
し
て
�

　
く
だ
さ
い
。
�

◆
応
募
先
　
▽
６
５
６
・
８
６

　
８
６
　
洲
本
市
役
所
企
画
部

　
情
報
課
「
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ａ
プ
ロ
ジ

　
ェ
ク
ト
」
係
　
▽
電
子
メ
ー

　
ル
�

▼
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
�

�

�����　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
親
子

な
ど
で
気
軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ

ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
家
族

や
グ
ル
ー
プ
で
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
�

◆
と
　
き
　
十
月
五
日
（日）
、
�

　
午
前
十
時
〜
�

◆
と
こ
ろ
　
洲
本
市
ス
ポ
ー
ツ
�

　
セ
ン
タ
ー
（
市
民
体
育
館
、

　
庭
球
場
）
�

◆
内
　
容
　
�

　
▽
競
技
会
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

　
ル
フ
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

　
ル
�

　
▽
記
録
に
挑
戦
　
プ
レ
イ
・

　
オ
ブ
・
チ
ル
ド
レ
ン
�

　
▽
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
　
ス
ー

　
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
、
ヨ
ー

　
ヨ
ー
つ
り
ほ
か
�

　
▽
体
験
コ
ー
ナ
ー
　
囲
碁
ボ

　
ー
ル
、
ニ
ュ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
ザ
ゲ
ー
ム
ほ
か
�

▼
参
加
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く

は
、
同
委
員
会
社
会
教
育
課
�

（
　
２
２
・
３
３
２
１
）
へ
。
�

� �レ
ク
・
ス
ポ
ー
ツ

レ
ク
・
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

す
も
と
２
０
０
３

す
も
と
２
０
０
３
�

参

加

者

募

集

参

加

者

募

集
�

� �レ
ク
・
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

す
も
と
２
０
０
３
�

参

加

者

募

集
�

�

新
　
市
　
名
　
募
　
集
�

Ｉ
Ｔ
を
活
用
�

生
活
が
便
利
に
な
る
ア
イ
デ
ア
募
集
�

　
　
　
 w
w
w
11.ocn.ne.jp�

/̃sggappei/

id
ea@

osca-p
ro.jp

　
　
　
h
ttp
//w

w
w
.city

.�
su
m
oto.h

y
og
o.jp
/

～9月30日まで～�
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「
資
源
有
効
利
用
促
進
法
」
に
基
づ
き
、

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
パ
ソ
コ
ン
を
回
収
・

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
”
Ｐ
Ｃ
リ
サ
イ
ク
ル
“
�

が
十
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
�

　
こ
れ
は
、
消
費
者
と
メ
ー
カ
ー
が
協
力

し
て
使
用
済
み
パ
ソ
コ
ン
を
再
資
源
化
す

る
こ
と
で
、
廃
棄
物
の
削
減
と
資
源
の
有

効
利
用
を
図
る
も
の
で
す
。
�

　
パ
ソ
コ
ン
が
不
要
に
な
っ
た
ら
、
メ
ー

カ
ー
に
回
収
を
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

郵
便
局
が
戸
別
に
回
収
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
制
度
開
始
前
の
販
売
品
に
つ

い
て
は
、
回
収
再
資
源
化
料
金
が
必
要
で

す
。
�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
生
活
部
環
境

整
備
課
（
　
2
2
・
３
３
２
１
内
線
３
４

４
）
へ
。
�

�

電
話
工
事
な
ど
の
相
談
窓
口
が
開
設
さ
れ
ま
し
た

電
話
工
事
な
ど
の
相
談
窓
口
が
開
設
さ
れ
ま
し
た�
電
話
工
事
な
ど
の
相
談
窓
口
が
開
設
さ
れ
ま
し
た

電
話
工
事
な
ど
の
相
談
窓
口
が
開
設
さ
れ
ま
し
た�
電
話
工
事
な
ど
の
相
談
窓
口
が
開
設
さ
れ
ま
し
た�

〜
旧
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ビ
ル
〜�

地
球
大
接
近
の
火
星
を
観
測
し
よ
う

地
球
大
接
近
の
火
星
を
観
測
し
よ
う�

地
球
大
接
近
の
火
星
を
観
測
し
よ
う

地
球
大
接
近
の
火
星
を
観
測
し
よ
う�

地
球
大
接
近
の
火
星
を
観
測
し
よ
う�

Ｐ
Ｃ
リ
サ
イ
ク
ル
が
１０
月
か
ら
始
ま
り
ま
す�

　
旧
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ビ
ル
（
現
在
の
「
洲

本
第
一
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
」
）
に
、
電
話
工
事
な
ど

に
関
す
る
相
談
窓
口
が
開
設
さ

れ
ま
し
た
。
�

　
同
セ
ン
タ
ー
に
入
居
し
て
�

い
る
建
物
管
理
会
社
「
ジ
ェ
レ

（
　
２
５
・
０
３
０
３
）
」
が
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
と
業
務
提
携
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
や
電
話

回
線
新
規
加
入
、
料
金
相
談
な

ど
の
取
次
ぎ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
�

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
淡
路
営
業
所
は
平
�

成
十
二
年
十
一
月
に
閉
鎖
、
そ

の
後
、
昨
年
九
月
に
Ｉ
Ｔ
ベ
ン

チ
ャ
ー
が
入
居
し
た
あ
と
、
電

話
工
事
な
ど
の
相
談
に
訪
れ
る

人
が
相
次
い
で
い
ま
し
た
。
�

　
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
内
に
は
、

高
速
回
線
を
使
っ
た
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
無
料
体
験
コ
ー
ナ
ー
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
利

用
時
間
は
、
平
日
の
午
前
十
時

か
ら
午
後
六
時
ま
で
。
�

　
恒
例
と
な
り
ま
し
た
“
秋
の

星
空
体
験
”
を
行
い
ま
す
。
特

に
今
年
は
、
約
五
万
七
千
年
ぶ

り
に
大
接
近
す
る
火
星
を
観
測

す
る
予
定
で
す
。
�

◆
と
　
き
　
九
月
二
十
二
日
�

　
（月）
、
十
月
三
日
（金）
、
十
日
（金）
、
�

◆
内
　
容
�

▽
午
後
六
時
〜
　
食
事
�

▽
午
後
七
時
〜
　
星
空
に
つ
い
�

　
て
の
講
演
�

▽
午
後
七
時
半
〜
　
天
体
望
遠
�

　
鏡
に
よ
る
星
空
体
験
（
雨
天
�

　
の
場
合
は
室
内
で
ス
ラ
イ
ド

　
上
映
）
　
�

▽
午
後
九
時
〜
　
お
風
呂
�

◆
料
　
金
　
二
千
円
（
税
込
み
）
�

▼
申
し
込
み
は
、
希
望
日
の
二

日
前
ま
で
に
電
話
で
エ
ト
ワ
ー

ル
生
石
（
　
２
５
・
７
０
３
３
）

へ
。
�

　
そ
の
ほ
か
「
紅
葉
の
生
石
公

園
と
秋
の
お
弁
当
（
十
一
月
）
」

や
「
押
し
花
工
房
（
十
一
月
下

旬
〜
十
二
月
上
旬
）
」
な
ど
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
�

�

パソコンが不要になったら、�
メーカーに回収を申し込みます。�

お客様の最寄りの郵便局に回収を指示します。�

お客様が大切にしていた�
パソコンを、�
きちんと再資源化します。�

集めた使用済みパソコンを�
メーカーに配送します。�

A.PCリサイクル開始後、�
　  ご購入の場合�

　　→回収申込�

B.PCリサイクル開始前、�
     ご購入の場合�

　　→回収申込+費用支払い※　　�

1

2

3

4

5

パソコンユーザー�

メーカーの�
リサイクル受付�

メーカーの�
再資源化センター�

郵便局�

お客様が、集荷希望
の場合は戸口回収に
お伺いし、持ち込み
希望の場合は最寄り
の郵便局※でお受けい
たします。�

お持ち込み�

戸口回収�

回収申込�

回収指示�

配　　送�
※メーカー指定の方法で、�
　お支払いをお願いします。�

※簡易郵便局を除きます。�



８�

高齢の人が安心して医療を受けられるように�

老人保健制度�老人保健制度�老人保健制度�
　７５歳以上（一定の障害のある人は６５歳以上）になると老人保健でお医者さんにかかるこ

とになります（ただし、昭和７年９月３０日以前に生まれた人は老人保健で医療を受けます）。�

　人口の急速な高齢化にともない、医療費が増え続けています。特に医療費全体に占める老人

医療費の割合が、年々高くなっています。�

老人保健医療費を有効に使うために�

所得に応じて負担が異なります�

　所得に応じて自己負担割合が決まりますので、忘れずに所

得の申告をしましょう。申告をしていないと、負担割合や高

額医療費の支給などで不利益となる場合があります。所得の

更正などにより所得に変更があったときは遡及して負担割合

が変わります。同一世帯で、新たに７０歳となったり老人保

健で医療を受けるようになったりした人が増えた場合、また

世帯員の異動などがあった場合などで負担割合が年度の途中

で変更となることがあります。�

　はり・灸・マッサージなどの施術を受けたときやコルセ

ットなどの補装具代（お医者さんが必要と認めた場合のみ

適用されます）は、いったん全額自己負担してもらいますが、

申請をして認められると自己負担を除いた分についてあと

から支給します。�

医療費が高額になったときには�

あとで費用が支給される場合� 交通事故にあったときには�

　老人保健制度は、高齢の人が安心して医療を受けられるよう、国民みんなが協力しあって費用を負担しています。大切

な医療費をムダづかいしないよう、日ごろから健康づくりや上手な受診を心がけましょう。�

　重複受診やハシゴ受診はやめましょう　　定期的に健康診断を受けましょう�

　家庭医を持ちましょう　　医師を信頼し、指示を守りましょう�

▽
 

▽
 ▽
 

▽
 

　交通事故など第三者の行為によってけがをしたときは、「第

三者による傷病届」をすることにより老人保健で治療を受

けることができます。この場合、老人保健が医療費を一時

的に立て替え、あとで加害者に請求することになります。�

　詳しくは、洲本市健康福祉館内健康課医療係（　２２・

３３３７）へ。�

▼
�

区　　分� 条　　件� 負担割合�

医療費の２割負担�

�

医療費の１割負担�

課税所得が１２４万円以上の７０歳以上
の者と同一世帯に属する人�

一定以上所得者以外の課税世帯の人�

世帯員全員が住民税非課税の人�

世帯員全員が住民税非課税で、その
世帯の各所得が必要経費・控除（年金
の所得は控除額を６５万円として計算）
を差し引いたときに０円となる人�

一定以上所得者�

一 般 �

低 所 得 者 　 �

低 所 得 者 　 �

◆平成１４年度の老人保健医療費◆�

●受給者数は平成１４年３月～１５年２月の受給者数の平均●総医療費は平成１４年３月～１５年２月診療の医療費（一部負担金を含んだ金額）●受診率は１か月の平均件数を受給者数で除した率�

件 数 �
�

日 数 �

受 診 率 �

総 医 療 費 �

１人当たり医療費�
�

１日当たり医療費�
�

１件当たり医療費�
�

１件当たり日数�
�

１人当たり日数�
�

入 院 �入 院 外 � 歯 科 �調 剤 �柔 整 他 �

（受給者数７.１７９人）�

件�

日�

円�

円�

円�

円�

日�

日�

％�

区　　分��

�

一定以上の所得者�

一 般 �

低 所 得 者 　 �

低 所 得 者 　 �

◆１か月の自己負担限度額◆�

１２,０００円�

８,０００円�

８,０００円�

４０,２００円�

２４,６００円�

１５,０００円�

自己負担限度額　�
外来＋入院（世帯単位）�外来（個人単位）�

�

４０,２００円�

７２，３００円＋医療費が３６１，５００円を超えた
場合は、その超えた分の１　を加算（過去１２
か月に４回以上の高額医療費の支給があった場合
は４０，２００円）�

パー�
セント�

　１か月の医療費が高額になった場合には、申請に

より自己負担限度額を超えた分を支給します。高額

医療費の払い戻しの該当者には、健康課から申請の

案内をしています。�

　低所得　、　の人は入院の際に「限度額適用・標

準負担額減額認定証」が必要ですので、申請して下

さい。�

5.0005.0005.000 121.000 10.000 46.000 6.000

98.000 273.000 28.000

� 18億9500万� 22億2800万� 2億800800万�2億800万� 2億73007300万�2億7300万�4億3800万�

264,000 310,000

8,173

18,37818,37818,378 21,615 9,4459,4459,445 48,846

3.8737.97

140.70 11.17 53.84 6.49

2.252.25 2.892.892.25 2.89

7,480

29,00029,00029,000 61,000 38,000

19,316

390,779

20.23

13.66

5.635.635.63
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洲本港公有水面埋立地（２－２工区）の一部販売のお知らせ�

　洲本市土地開発公社では、市から委託を受け、洲本港公有水面の埋立て
事業を実施してきましたが、このたびその埋立地の一部を次のとおり販売
することになりましたのでお知らせします。�

　都市計画法・建築基準法が改正され、用途地域の指定のない区域における土地利
用の状況に応じた容積率・建ぺい率と高さ制限を特定行政庁である兵庫県が選択で
きる仕組みとなり、指定の手続きを進めておりますのでお知らせします。�
　これは、農業または住宅を主体とする低密度な土地利用をはかっている地域に突
然高容積の建築物が建築された場合、周辺と日照などの問題を招くため、地域の土
地利用の実態に即した規制を適用し、良好な環境を確保しようとするものです。�
　概要は以下のとおりです。�
�

用途地域の指定のない区域内における建築物の形態制限の指定について�

建ぺい率と容積率�

建ぺい率�

容積率�

敷地半分を�
使った場合�

敷地１/４を�
使った場合�

１００％� １００％�

２５％�５０％�

２階�

４階�

　詳しくは、市役所都市整備部都市計画課（　２２・３３２１内線３６３、２３７）へ。�

�

▼
�

　従　　前　�

１０分の４０�

１０分の７�

１.５�

３１ｍ＋２.５�

指　定（案）�

１０分の２０�

１０分の６�

１.５�

２０ｍ＋１.２５�

容 積 率 �

建 ぺ い 率 �

道路の高さ制限�

隣地の高さ制限�

建ぺい率とは、　建築面積の敷地面積に対する割合です。�

　建ぺい率  ＝   
建築面積�

敷地面積�

容積率とは、　建築物の延べ床面積の敷地面積に対する�

　　　　　　 割合です。�

�
　容積率  ＝   

建築物延床面積�

敷地面積�

▼
�

◆地　　番　洲本市港２番３�

◆販売面積　４，１０８．５０平方　（分割販売はしません）�

◆販売価格　５２９，９９６，５００円�

　　　　　  （１２９，０００円/平方　）�

◆販売方法　当該地は、洲本市新都心地区の一部であり、い

　わば洲本市の顔となるべき地域です。その地にふさわしい

　利用方法、デザインなどをご提案いただき販売先を選定す

　る「公募型土地利用計画提案競技（コンペ）」を行い、販

　売先を決定します。�

◆提案競技要領の配布　　配布場所　洲本市土地開発公社事

　務局（市役所都市整備部管理課内）　　配布日時　９月�

　１６日（火）～３０日（火）、午前８時３０分～正午、�

　午後１時～５時（ただし、土・日・祝日は除きます）�

◆参加申込の受付　９月１６日（火）～１０月１５日（水）�

　詳しくは、洲本市土地開発公社事務局（市役所都市整備部

管理課内　２２・３３２１内線３４０）へ。�

�

メー�
トル�

メー�
トル�

▽
�

▽
�

バスセンター�
待合所�

バスセンター�
待合所�

洲
本
バ
ス
セ
ン
タ
ー�

湾
岸
道
路�

いわ
た通
り�

栄町一丁目�

←販売予定地�←販売予定地�



１０�

 　  �
 ちぎり絵展 　　　　　　　     ２階廊下壁面、１階開架室壁面�
 生花展示（淡路華道連盟７流派）     開架室�
 シンボルマーク応募作品展示    エントランス・ブース�

１０：００～１０：３０�

１０：００～１２：００�

１０：００～１５：００�

１０：００～１５：００�

１０：００～１６：００�

１０：００～１６：００�

１０：００～１６：００�

１０：３０～１２：３０�

１１：００～１１：３０�

１１：００～１２：００�
１５：００～１６：００�

１３：００～１３：４５�

１３：３０～１４：００�

１４：００～１４：４０�

１４：００～１５：００�

１４：４５～１５：１５�

１５：００～１５：３０�

吹奏楽演奏�

バザー�

福祉ふれあいバザー�

呈茶�

対面朗読体験�

世界の絵本クイズ�

大紙芝居・スタンプラリー�

男女共同参画社会をめざして�
「絵本の中のジェンダー見っけ！」�

大正琴演奏�

おはなし会�

人形劇「淡路芝右衛門狸」�

洲本吹奏楽団ミニコンサート�

おりがみ教室�

ミニ朗読あらかると�

連琴と琴�

ジャズ演奏�

玄関中庭�

玄関中庭�

玄関中庭�

会議室１・２�

対面朗読室�

児童室�

児童室�

�
視聴覚室�

玄関中庭�

お話の部屋�

視聴覚室�

玄関中庭�

視聴覚室�

お話の部屋�

視聴覚室�

玄関中庭�

１０月２５日（土）�

１０：００～１０：１５�

１０：００～１１：００�

１０：００～１２：００�

１０：００～１６：００�

１０：００～１６：００�

１０：３０～１５：００�

１１：００～１２：００�
１４：３０～１６：００�

１１：４０～１２：３０�

１２：００～１５：００�

１３：００～１３：３０�

１３：００～１４：２０�

１３：００～１５：００�

１３：３０～１４：００�

１４：３０～１６：００�

ガールスカウト鼓隊演奏�

邦楽演奏�

ネイチャービンゴ�

対面朗読体験�

世界の絵本クイズ�

ワークショップ・フラワーアレンジメント�

おはなし会�

電子紙芝居「洲本八狸物語」�

大紙しばい・スタンプラリー�

楽しいジャズダンス！�

つくってあそぼう！�

CD図書づくり�

鼓笛演奏�

講演とワークショップ�
「地名が語る淡路・町ものがたり」�

玄関中庭�

視聴覚室�

会議室２�

対面朗読室�

児童室�

アルチザンスクエア４階�

お話の部屋�

視聴覚室�

児童室�

市民広場�

視聴覚室�

会議室１�

玄関中庭�

視聴覚室�

主催：図書館市民まつり実行委員会　共催：洲本市立図書館　後援：洲本市・洲本市教育委員会  

時　間� 催し物�

催し物�

場　所�

１０月２６日（日）�

時　間� 場　所�

展示�
（両日）�



１１�

77

　“あいさつは　明るく　素直に　心から　いつでも　どこでも　はきはきと”�
　毎週、月・水・金曜日の朝、校門２か所に６年生が立ち、登校してくる児童に元気よく「おはよう　ございます」
と声かけをしています。　各クラスでも“あいさつ”について、話し合いをもちました。あいさつ運動もその話し合
いの中ででてきたものです。あいさつの輪が広がるように様々な取り組みをしています。�
�

　“みんなで育てよう！校区の子どもたち！　一人一人が知恵を出
し合い　みんなで手をつなぎ　「生きる力」を育てましょう！”�
  洲三小校区の子どもたちの健全育成を願って、学校と家庭・地域とが連携
しスタートしました。今年で５年目を迎えます。ふるさと三熊山探検ゲー
ム大会や創立８０周年記念事業、そして洲三小ふれあい祭りを実施し、大
きな成果をあげています。今年も１１月１６日（日）に実施する計画です。
当日は、地域の皆さんも是非参加してください。　�
（写真は、昨年度のふれあい祭りの様子です。）�

　“学校・家庭・地域が一体となって”�
　保護者、家族、地域の人たちのもっている専門的な知識や技能・特性や趣味を活用し、日頃の教育活動では得られ
ない多様な活動によって、児童の個性の伸長を図ることを目的とします。�
　◎年間４回　５月３０日・６月１３日・１０月３１日・２月６日、金曜日の５・６校時（午後1時35分～3時10分）�
　◎４年生～６年生（クラブ活動）�
　◎指導者　　いきいき学校応援ボランティア講師・本校教職員�
　◎開講講座　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イラスト　　大正琴　　英語（国際理解）　　囲碁　　オセロ・トランプ　　折り紙・ペ　　　　　
　　　　　　　ーパークラフト　　器楽　　クラフト・手芸　　グラウンドゴルフ　　ゲートボール　　　　　　　　
　　　　　　コンピューター　　茶道　　将棋　　卓球　　ドッジボール　　料理　　つくってあそぼう　　　　　　
　　　　　　　　　バスケットボール　　おもしろ昔話・戦争体験　　わら細工・竹細工�
�

（２０講座）�



写真�ニュース�

「洲本八だぬきものがたり」展　八だぬき賞決定�

　弥生時代の水田跡や墓が見つかった「下加茂遺跡」に

ついての勉強会が８月２６日、地元の下加茂会館で行わ

れました。発見された水田跡は、島内でも最も古いもので、

発掘を担当した担当者らから調査の経過などが説明され

ました。�

　新都心ゾーンの空き建物や未利用地の活用方法を考える「第１

回洲本市都市再生戦略会議」が８月２６日、市立図書館で行われ

ました。委員は学識経験者や民間企業管理職者ら７人で、委員長

に大石吉成・市国際交流協会会長が選ばれました。今後、旧美術

館建物や内港埋立地などの活用方法などが検討されます。�

　洲本の盆踊りサマーフェスティバルが、８月１

３日ジャスコ駐車場で開催されました。毎年同日

に行われているこのイベントも今回で７回目をむ

かえ、浴衣姿の市民や帰省客ら約５，０００人が

踊りを楽しみました。�

　季節外れの台風が8月８日夜から9日未明にかけて

淡路島を通過しました。台風１０号の大雨と強風により、

市内でも土砂崩れや家屋の浸水などの被害がでました。�

遺跡の地元で勉強会� さぁさぁ踊りの輪の中へ 洲本の盆踊り�

空き建物などの有効利用を�
～都市再生戦略会議が発足�

�

台風１０号直撃 市内でも大きな被害�

１２�

　淡路文化史料館で８月末まで開催されていた「洲本八だぬきものがたり～長野ヒデ子絵本原画展～」

にあわせて募集されたハガキ絵手紙の入賞者「八だぬき賞」が決定され、８月１２日淡路文化史料館

で表彰式が行われました。入賞者には、表彰状とサイン入りの「洲本八だぬきものがたり」の絵本が

手渡されました。八だぬき賞受賞者の皆さん（敬称略）　山西　菜月（大阪府箕面市）　谷　美煕（上

物部）　山際　蒼依（下加茂）　山本　黎斗（金屋）　宮脇　日奈子（大野）　小西　悠介（上内膳）

　木戸内　里奈（本町）　渡辺　大介（宇山）�

�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�



　会議やイベントで使用するためのプロジェクターなどの機器を、この度市が自治

宝くじの助成を受けて購入しました。この機器は洲本市情報交流センターや洲本市

総合福祉会館において、町内会や地域コニュニティ組織の活動に利用されます。�

　中川市長と奥井議長が市内の男女最高齢者を、９月１日訪問しました。

洲本市の最高齢者は、由良の井出よしのさん１０７歳で、男性では栄町

の浅川卯一郎さん９９歳です。�

　電気無料相談会が、８月２６日商工会議所

別館前と、リベラル物部店前で行われました。

兵電工淡路支部が例年８月の電気使用安全月

間の活動として行っているもので、防犯灯の

設備点検と、相談所では電気製品の修理のほか、

IHクッキングヒーターの紹介なども行いました。�

�

　淡路文化史料館前の堀で、オニバスの

花が開花しました。このオニバスは「三

熊山の自然と史跡を愛する会」が南淡町

で自生していたものを栽培し移植もので、

兵庫県のレッドデータブックではBラン

クに指定されている希少植物です。�

�

�１３�

自治宝くじで映写機を購入�
�

電気を上手に安全に！�

いつまでも　元気で長生きを�

お堀でオニバスが開花�工
事
の
無
事
を
祈
っ
て�

（
仮
称
）洲
本
市
総
合
文
化
体
育
館
安
全
祈
願
祭�

　
（
仮
称
）
洲
本
市
総
合
文
化
体
育
館
の
安
全
祈
願
祭
が
、
８

月
２６
日
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
、
平
成
１７
年
完
成
予
定

で
、
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
で
は
成
年
女
子
９
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
会
場
と
な
り
ま
す
。�

　
平
成
１５
年
度
の
こ
う
の
と
り
賞
の
表
彰
が
、
８
月
２７
日
一
宮
町
ふ
る
さ
と

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
「
淡
路
男
女
共
同
参
画
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
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３
」

の
席
上
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
心
豊
か
な
美
し
い
兵
庫
の
実
現
に
貢

献
し
た
奥
井
信
子
さ
ん
（
上
物
部
）
、
佐
藤
順
子
さ
ん
（
上
物
部
）
、
田
村

尚
子
さ
ん
（
下
加
茂
）
、
森
本
京
子
さ
ん
（
炬
口
）
、
若
畑
き
よ
み
さ
ん
（
千

草
）
の
５
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。�

心
豊
か
な
美
し
い
兵
庫
に
貢
献�

こ
う
の
と
り
賞
受
賞�



１４�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
洲
本
市
医
師
会
、
洲�

本
市
歯
科
医
師
会
の
協
力
に
よ
り
連
載
し�

て
い
ま
す
。�

写真の人に出合ったら、広報にのって�
いたねと、ひと声かけてね。�

木村医院�

木村　一郎  医師�

募

集

�
手

指

の

切

り

傷

�

第
五
十
六
回
�

洲
本
市
美
術
展
作
�

◆
部
　
門
　
日
本
画
・
洋
画
・

　
書
・
彫
塑
・
工
芸
・
写
真
�

◆
応
募
資
格
　
満
十
五
歳
以
上
�

◆
出
展
点
数
　
一
人
一
部
門
に

　
つ
き
一
点
、
自
作
未
発
表
の

　
も
の
�

◆
作
品
受
付
　
十
月
二
十
三
日

　
（木）
、
午
前
十
時
〜
午
後
六
時
、

　
市
民
会
館
で
。
�

◆
展
　
示
　
入
選
作
品
は
、
十

　
月
三
十
日
（木）
〜
十
一
月
三
日

　
（月）
ま
で
市
民
会
館
で
展
示
し

　
ま
す
。
�

▼
詳
し
く
は
、
市
美
術
展
運
営

委
員
会
（
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
内
1
２
２
・
３
３
２
１
内

線
３
７
３
）
へ
。
�

訪
問
介
護
員
養
成
研
修
�

二
級
課
程
受
講
生
�

◆
と
　
き
　
十
月
三
日
（金）
〜
十

　
二
月
二
十
五
日
（木）
�

◆
と
こ
ろ
　
洲
本
市
総
合
福
祉

　
会
館
�

◆
定
　
員
　
三
十
人
�

◆
受
講
料
　
無
料
�

◆
応
募
期
間
　
九
月
十
六
日
（火）

　
〜
二
十
五
日
（木）
ま
で
�

◆
応
募
資
格
　
（
す
べ
て
の
要

　
件
に
該
当
す
る
こ
と
が
必
要
）

　
▽
五
十
五
歳
〜
六
十
四
歳
　

　
▽
介
護
業
務
に
就
業
す
る
意

　
欲
が
あ
る
こ
と
　
▽
全
科
目

　
が
受
講
で
き
る
こ
と
�

▼
申
込
な
ど
詳
し
く
は
、
（社）
淡

路
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
（
1
２
４
・
４
４
７
３
）
へ
。
�

大
き
く
広
が
れ
社
協
の
輪
�

社
協
の
つ
ど
い
�

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
参
加
者
�

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
周
知

や
地
域
福
祉
推
進
の
重
要
性
と

こ
れ
を
進
め
る
社
協
の
こ
と
を

広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
「
社

協
の
つ
ど
い
」
開
催
し
ま
す
。

そ
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出
店
し
て
い
た

だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。
�

◆
と
　
き
　
十
月
五
日
（日）
、
午

　
前
十
時
〜
午
後
三
時
�

◆
と
こ
ろ
　
洲
本
市
総
合
福
祉

　
会
館
駐
車
場
（
雨
天
は
会
館

　
内
）
�

◆
区
　
画
　
四
　
×
二
　
程
度
�

◆
出
店
料
　
無
料
（
但
し
、
共

　
同
募
金
に
協
力
の
こ
と
）
�

◆
申
込
締
切
　
九
月
二
十
四
日

　
（水）
ま
で
�

▼
申
込
な
ど
詳
し
く
は
、
洲
本

市
社
会
福
祉
協
議
会
（
1
２
６
・

０
０
２
２
）
へ
。
�

�

�

�

�

　
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
、
包
丁
、

割
れ
た
ガ
ラ
ス
な
ど
で
指
を
切

っ
た
時
の
応
急
処
置
に
つ
い
て

説
明
い
た
し
ま
す
。�

　
ま
ず
出
血
の
止
め
方
で
す
が
、

受
傷
後
パ
ニ
ッ
ク
に
落
ち
入
ら

な
い
で
勇
気
を
持
っ
て
傷
を
よ

く
見
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
一

番
血
が
噴
き
出
て
い
る
と
こ
ろ

の
真
上
を
ガ
ー
ゼ
な
ど
で
押
え

て
下
さ
い
。
少
な
く
と
も
一
か

ら
二
分
間
で
血
は
止
ま
り
ま
す
。

肝
臓
が
悪
か
っ
た
り
、
脳
梗
塞

予
防
の
血
を
サ
ラ
サ
ラ
に
す
る

薬
を
飲
ん
で
い
た
り
す
る
人
は

五
分
間
位
か
か
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
必
ず
止
ま
り
ま
す
。
血

が
止
ま
ら
な
い
と
言
っ
て
受
診

さ
れ
る
人
の
多
く
は
傷
の
真
上

を
押
え
ず
に
、
指
の
根
っ
こ
の

方
を
輪
ゴ
ム
で
縛
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。
こ
の
方
法
だ
と
よ
ほ
ど

き
つ
く
縛
ら
な
い
と
、
動
脈
の

血
流
が
遮
断
さ
れ
ず
静
脈
の
血

流
だ
け
が
遮
断
さ
れ
、
増
々
血

が
噴
き
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

む
し
ろ
何
も
せ
ず
手
を
心
臓
よ

り
高
く
上
げ
る
だ
け
の
方
が
血

が
止
ま
り
や
す
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。�

　
次
に
洗
浄
で
す
が
、
水
で
洗

い
流
す
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

外
科
の
教
科
書
に
は
「
傷
の
中

に
入
れ
て
も
よ
い
も
の
＝
自
分

の
目
の
中
に
入
れ
ら
れ
る
も
の
」

と
書
い
て
あ
り
ま
す
。�

　
仕
上
げ
は
傷
を
元
の
状
態
に

も
ど
す
こ
と
で
す
。
指
紋
や
皮

膚
の
し
わ
に
そ
っ
て
元
に
も
ど

せ
れ
ば
言
う
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
。

ス
テ
リ
ス
ト
リ
ッ
プ
を
使
う
と

便
利
で
す
。
最
後
は
包
帯
で
適

度
な
圧
を
か
け
て
巻
い
て
終
了

で
す
。�

　
一
　
以
上
の
傷
や
、
す
じ
（
腱
）

が
切
れ
た
感
じ
の
す
る
傷
、
き

た
な
い
傷
の
場
合
は
病
医
院
を

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
と
、

化
膿
止
め
は
受
傷
後
早
い
め
に

飲
む
方
が
効
果
が
あ
り
ま
す
。�

�

セ
ン
�

チ
�

※
�

メ
ー
�

ト
ル
�

メ
ー
�

ト
ル
�

簡
単
で
縫
合
よ
り
も
�

き
れ
い
に
治
る
こ
と
が
あ
る
。
�

ス
テ
リ
ス
ト
リ
ッ
プ
�

切
り
傷
を
し
た
ら
�



１５�

わが家の　ホ ー プ�

�
　　　　　　　　　母：昭美さん（上物部）�

�

�

りゅうせい�

�

立花　琉聖 くん （平成１５年１月１日生まれ）�

犬
の
し
つ
け
方
教
室
�

受
講
生
�

　
県
で
は
、
犬
と
人
と
の
よ
り

よ
い
関
係
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

「
犬
の
し
つ
け
方
教
室
」
を
開

催
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は

ぜ
ひ
お
越
し
下
さ
い
。
�

◆
と
　
き
　
1
十
月
二
十
四
日

　
（金）
　
2
十
一
月
一
日
（土）
、
午

　
前
の
部
十
時
〜
十
一
時
半
・

　
午
後
の
部
一
時
半
〜
三
時
�

◆
と
こ
ろ
　
1
ジ
ャ
ス
コ
新
洲

　
本
店
駐
車
場
2
淡
路
フ
ァ
ー

　
ム
パ
ー
ク
駐
車
場
�

◆
定
　
員
　
各
二
十
組
�

◆
受
講
資
格
　
▽
飼
い
犬
は
生

　
後
四
か
月
か
ら
一
才
齢
ま
で

　
が
適
期
　
▽
狂
犬
病
予
防
注

　
射
と
七
種
（
ま
た
は
五
種
）

　
混
合
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
接
種

　
済
み
で
あ
る
こ
と
�

◆
受
講
料
　
無
料
�

▼
申
込
な
ど
詳
し
く
は
、
洲
本

健
康
福
祉
事
務
所
薬
務
生
活
衛

生
課
（
1
２
６
・
２
０
６
８
）

へ
。
申
込
は
十
日
前
ま
で
に
行

っ
て
く
だ
さ
い
。
�

狂
犬
病
予
防
注
射
は
�

き
ち
ん
と
受
け
ま
し
ょ
う
�

　
皆
さ
ん
が
お
宅
で
飼
っ
て
い

る
犬
は
狂
犬
病
予
防
注
射
を
き

ち
ん
と
受
け
て
い
ま
す
か
。
狂

犬
病
予
防
注
射
は
毎
年
一
回
受

け
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
予

防
注
射
を
ま
だ
受
け
て
い
な
い

人
は
最
寄
り
の
動
物
病
院
で
必

ず
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
�

◆
予
防
注
射
の
対
象
　
生
後
九

　
十
一
日
以
上
の
犬
�

◆
注
射
料
金
　
三
千
二
百
円
�

◆
新
規
登
録
手
数
料
　
三
千
円
�

※
登
録
を
ま
だ
し
て
い
な
い
犬
、

　
新
た
に
飼
い
始
め
た
犬
の
場

　
合
は
、
犬
一
頭
に
つ
き
新
規

　
登
録
手
数
料
と
注
射
料
金
で

　
六
千
二
百
円
。
既
に
登
録
が

　
済
ん
で
い
る
犬
の
場
合
は
、

　
犬
一
頭
に
つ
き
三
千
二
百
円

　
と
な
り
ま
す
。
�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
生

活
部
環
境
整
備
課
（
1
２
２
・

３
３
２
１
内
線
３
４
３
）
へ
。
�

小
型
船
舶
係
留
施
設
の
�

使
用
者
�

◆
募
集
施
設
数
　
1
一
隻
分
　

　
2
六
隻
分
�

◆
係
留
で
き
る
船
舶
の
条
件
�

　
（
す
べ
て
に
該
当
す
る
こ
�

　
と
が
必
要
）
　
▽
1
長
さ
十

　
三
・
〇
　
以
下
、
幅
二
・
五

　
　
を
超
え
三
・
〇
　
以
下
、

　
吃
水
が
　
二
・
〇
　
以
下
の

　
船
舶
2
長
さ
が
十
二
・
〇
　

　
以
下
、
幅
が
二
・
二
　
以
下
、

　
吃
水
が
　
二
・
〇
　
以
下
の

　
船
舶
　
▽
エ
ン
ジ
ン
付
き
の

　
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
（
ヨ
ッ

　
ト
は
除
き
ま
す
）
　
▽
船
舶

　
検
査
証
書
の
有
効
期
限
が
満

　
了
し
て
い
な
い
船
舶
　
▽
漁

　
船
法
の
登
録
を
受
け
た
船
舶

　
で
な
い
こ
と
�

◆
使
用
料
　
一
か
月
あ
た
り
五

　
千
百
円
�

◆
募
集
期
間
　
十
月
一
日
（水）
〜

　
十
月
七
日
（火）
ま
で
の
午
前
九

　
時
〜
正
午
、
午
後
一
時
〜
五

　
時
（
土
、
日
曜
日
は
除
き
ま

　
す
）
�

▼
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、
�

市
役
所
都
市
整
備
部
管
理
課
�

（
1
２
２
・
３
３
２
１
内
線
３

４
１
）
へ
。
�

メ
ー
�

ト
ル
�

メ
ー
�

ト
ル
�

メ
ー
�

ト
ル
�

メ
ー
�

ト
ル
�

メ
ー
�

ト
ル
�メ

ー
�

ト
ル
�

メ
ー
�

ト
ル
�

マ
イ
�

ナ
ス
�

マ
イ
�

ナ
ス
�

（しとうりゅう）�

水�
日�

洲本市スポーツセンター�
洲本市スポーツセンター�

p.m．6：00～8：00（少年・一般）�
p.m．7：00～9：00（少年・一般）�

「拳志会」淡路島道場 TEL.42－2517

3，000円�

練習日� 時　　　　間� 場　　　　所�

�
�

�
◆展示会場　リサイクルセンターみつあい館�
◆と　 き　９月３０日（火）～１０月５日（日）午後２時まで�
　　　　　　（展示終了後抽選いたします）�
　詳しくは、リサイクルセンターみつあい館（1２６・
１１５３）へ。�

▼
�

期間　９月２１日（日）～３０日（火）�
重点項目�
1高齢者の交通事故防止、特に夕暮れどきにおける歩行 
　中の交通事故防止�
2シートベルト・チャイルドシートの着用の徹底�
�
�
�
◆展示会場　ジャスコ新洲本店�
　期間中、応募作品の中から優秀作品を選定して「展示」
　しています。�

洲本市・淡路県民局・洲本警察署・洲本交通安全協会�
�
�

秋の全国交通安全運動�秋の全国交通安全運動�秋の全国交通安全運動�

交通安全ポスター展�交通安全ポスター展�交通安全ポスター展�

▼
�

今月の資源ごみの拠点回収�今月の資源ごみの拠点回収�
９月２５日（木）（第４木曜日）午前７時～正午�

　詳しくは市役所市民生活部環境整備課�
（1２２・３３２１、内線３４３）�

家庭の不用品展示・提供します�家庭の不用品展示・提供します�家庭の不用品展示・提供します�

�

元気にたくましく育ってね。�



１６�

情報広場�

兵

庫

県

立

�

障
害
者
高
等
技
術
�

専
門
学
院
学
院
生
�

◆
募
集
科
目
　
　
身
体
障
害
者

　
訓
練
　
▽
情
報
シ
ス
テ
ム
科

　
　
▽
パ
ソ
コ
ン
Ｎ
Ｃ
科
・
Ｃ

　
Ａ
Ｄ
科
　
▽
宝
飾
工
芸
科
　

　
　
知
的
障
害
者
訓
練
　
▽
加

　
工
組
立
科
�

◆
締
　
切
　
　
十
月
十
五
日
（水）

　
　
十
月
三
十
一
日
（金）
�

◆
選
考
日
　
　
十
月
二
十
三
日

　
（木）
　
　
十
一
月
十
一
日
（火）
・

　
十
三
日
（木）
の
う
ち
の
一
日
と

　
十
一
月
十
七
日
（月）
�

◆
授
業
料
　
無
料
（
教
科
書
代

　
や
検
定
受
験
料
な
ど
は
自
己

　
負
担
）
�

▼
詳
し
く
は
、
同
学
院
（
　
０

７
８
・
９
２
７
・
３
２
３
０
）

へ
。
�

���ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
�

の
び
の
び
パ
ス
ポ
ー
ト
デ
ー
�

　
試
合
当
日
特
設
テ
ン
ト
（
ヴ

ィ
ッ
セ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
で

の
び
の
び
パ
ス
ポ
ー
ト
を
提
示

す
る
と
、
S
自
由
席
（
小
中
）

の
当
日
入
場
券
を
一
枚
お
渡
し

し
ま
す
。
�

◆
と
　
き
　
十
月
二
十
五
日
（土）

　
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
戦
（
試

　
合
開
始
午
後
三
時
）
�

◆
と
こ
ろ
　
神
戸
ユ
ニ
バ
ー
記

　
念
競
技
場
�

◆
入
場
券
の
引
換
　
試
合
開
始

　
二
時
間
半
前
か
ら
ヴ
ィ
ッ
セ

　
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
行
い
ま

　
す
。
　
�

　
▽
保
護
者
、
引
率
者
　
は
有

　
料
と
な
り
ま
す
。
�

▼
詳
し
く
は
、
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神

戸
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
（
　
０

７
８
・
２
２
２
・
９
９
３
３
）

へ
。
�

法
人
土
地
基
本
調
査
・
�

法
人
建
物
調
査
に
�

ご
協
力
を
�

　
本
年
九
〜
十
月
に
、
「
法
�

人
土
地
基
本
調
査
及
び
法
人
建

物
調
査
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

調
査
結
果
は
統
計
資
料
と
し
て

公
表
し
、
行
政
利
用
は
基
よ
り
、

学
術
・
研
究
機
関
、
企
業
な
ど

で
も
幅
広
く
活
用
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
�

▼
詳
し
く
は
、
調
査
実
施
機
関

国
土
交
通
省
土
地
情
報
課
（
　

０
３
・
５
２
５
３
・
８
３
７
６
）

か
、
兵
庫
県
土
地
対
策
室
（
　

０
７
８
・
３
６
２
・
９
２
９
７
）

へ
。
�

児
童
手
当
を
�

　
　
振
り
込
み
ま
す
�

　
平
成
十
五
年
度
十
月
期
の
児

童
手
当
を
次
の
期
日
に
、
指
定

の
金
融
機
関
に
口
座
振
り
込
み

し
ま
す
。
�

◆
振
込
日
　
十
月
十
五
日
（水）
（
平

　
成
十
五
年
六
月
〜
九
月
分
）
�

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
市
健
康
福

祉
館
内
福
祉
課
母
子
児
童
係
（
　

２
２
・
３
３
３
２
）
へ
。
�

阪
神
・
淡
路
大
震
災
�

九
周
年
記
念
事
業
を
�

実
施
し
ま
し
ょ
う
！
�

　
震
災
の
体
験
や
教
訓
を
風
化

さ
せ
ず
、
人
類
社
会
の
安
全
と

安
心
に
生
か
す
た
め
、
「
阪
神
・

淡
路
大
震
災
周
年
記
念
事
業
」

の
実
施
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。
な
お
、
開

催
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
周

年
記
念
事
業
補
助
制
度
が
あ
り

ま
す
。
�

▼
詳
し
く
は
、
（財）
阪
神
・
淡
路

大
震
災
記
念
協
会
（
　
０
７
８
・

２
６
２
・
５
５
８
５
）
へ
。
�

大
切
な
契
約
書
や
�

遺
言
書
な
ど
は
公
正
証
書
に
�

��

　
重
要
な
取
引
を
し
た
り
遺
言

を
残
し
た
り
す
る
と
き
は
、
ト

ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
公
正
証
書

の
作
成
を
お
勧
め
し
ま
す
。
公

正
証
書
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
最
寄
り
の
公
証
役
場
、
法

務
局
な
ど
へ
。
相
談
は
無
料
で

す
。
�

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
公
証
役
場

（
本
町
二
丁
目
三
ー
十
三
　
２

４
・
３
４
５
４
）
へ
。
�

自
賠
責
保
険
・
共
済
の
期
限
は
�

切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
�

　
自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万

一
の
交
通
事
故
の
際
の
基
本
的

な
対
人
賠
償
を
目
的
と
し
て
、

バ
イ
ク
・
原
付
自
転
車
を
含
む

す
べ
て
の
自
動
車
に
加
入
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
る
保
険
で
す
。

車
検
制
度
の
な
い
バ
イ
ク
・
原

付
自
転
車
は
、
特
に
期
限
切
れ
、

か
け
忘
れ
に
ご
注
意
を
！
�

▼
自
賠
責
制
度
の
詳
し
い
内
容

は
�

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
�

市
・
県
長
寿
祝
金
を
�

お
贈
り
し
ま
す
�

　
兵
庫
県
と
洲
本
市
で
は
長
寿

祝
金
を
次
の
人
に
お
贈
り
し
ま

す
（
対
象
者
に
は
通
知
し
ま
す
。

年
齢
は
九
月
十
五
日
現
在
）
。
�

◆
洲
本
市
長
寿
祝
金
�

▽
満
七
十
七
歳
（
大
正
十
四
年

　
九
月
十
七
日
〜
昭
和
元
年
九

　
月
十
六
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

　
人
）
に
一
万
円
�

▽
満
八
十
八
歳
（
大
正
三
年
九

　
月
十
七
日
〜
大
正
四
年
九
月

　
十
六
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

　
に
三
万
円
�

▽
満
九
十
九
歳
（
明
治
三
十
六

　
年
九
月
十
七
日
〜
明
治
三
十

　
七
年
九
月
十
六
日
ま
で
に
生

　
ま
れ
た
人
）
に
十
万
円
�

◆
兵
庫
県
長
寿
祝
金
�

▽
八
十
七
歳
（
大
正
四
年
九
月

　
十
七
日
〜
大
正
五
年
九
月
十

　
六
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

　
に
二
千
円
�

▽
満
八
十
八
歳
以
上
の
人
（
大

　
正
四
年
九
月
十
六
日
以
前
に

　
生
ま
れ
た
人
）
に
一
万
円
�

◆
祝
金
を
お
渡
し
す
る
日
程
�

���������������▼
詳
し
く
は
、
洲
本
市
健
康
福

祉
館
内
介
護
福
祉
課
（
　
２
�

２
・
９
３
３
３
）
へ
。
�

�

お
知
ら
せ�

http://w
w
w
.jibaiseki.com

と
　
き
�

と
こ
ろ
�

対
象
地
区
�

洲
本
市
民
�

会
館
展
示
室
�

九
月
�

二
十
四
日
�

（水）
�

九
月
�

二
十
五
日
�

（木）
�

九
月
�

二
十
六
日
�

（金）
�

由
良
支
所
�

上
灘
出
張
所
�

�

由
良
�

上
灘
�

�

中
川
原
公
民
館
�

安
乎
公
民
館
�

�

中
川
原
�

安
乎
�

� 内
町
・
外
町
・

物
部
・
上

物
部
・
潮
・

千
草
・
納
・

小
路
谷
・

大
野
・
加
茂
・

鮎
屋
�

1
11

22

2



���十
月
二
十
日
（月）
〜
二
十
六
日
（日）

�

行
政
相
談
週
間
�

　
総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
委

員
制
度
に
関
す
る
国
民
の
理
解

と
認
識
を
深
め
る
た
め
、
昭
和

四
十
二
年
か
ら
毎
年
「
行
政
相

談
週
間
」
を
設
け
、
全
国
一
斉

に
各
種
の
相
談
活
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
�

　
市
で
は
、
定
例
行
政
相
談
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

ま
た
、
相
談
員
の
自
宅
で
も
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
お

困
り
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
▽
岸

本
恵
哉
さ
ん
、
上
加
茂
一
一
一

　
２
２
・
５
２
３
８
　
▽
橋
元

和
子
さ
ん
、
桑
間
三
四
三
　
２

２
・
９
７
８
１
�

特
設
人
権
相
談
�

◆
と
　
き
 
十
月
二
日
（木）
午
前

　
十
時
〜
午
後
三
時
�

◆
と
こ
ろ
　
洲
本
市
総
合
福
祉

　
会
館
三
階
会
議
室
�

▼
詳
し
く
は
、
神
戸
地
方
法
務

局
洲
本
支
局
（
　
２
２
・
０
４

９
７
）
へ
。
�

法
の
日
の
無
料
相
談
�

　
三
士
会
（
司
法
書
士
、
行
政

書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
）
に

よ
る
無
料
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

予
約
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
、

相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
�

◆
と
　
き
　
十
月
二
日
（木）
、
午
�

　
前
十
時
〜
午
後
三
時
�

◆
と
こ
ろ
　
洲
本
市
総
合
福
祉

　
会
館
�

◆
費
　
用
　
無
料
�

▼
詳
し
く
は
、
土
地
家
屋
調
査

士
・
山
形
健
郎
さ
ん
（
　
６
２
・

５
３
２
３
）
へ
。
�

母
子
家
庭
等
特
別
相
談
�

◆
と
 
き
　
十
一
月
十
三
日
（木）
�

◆
と
こ
ろ
　
洲
本
総
合
庁
舎
小

　
会
議
室
�

◆
締
切
り
　
十
月
十
日
（金）
�

▼
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

洲
本
市
健
康
福
祉
館
内
福
祉
課

（
　
２
２
・
３
３
３
２
）
へ
。
�

���◆
九
月
二
十
四
日
（水）
�

▽
午
前
九
時
半
〜
十
時
半
�

 
淡
路
広
域
消
防
ビ
ル
�

▽
午
前
十
一
時
〜
正
午
�

 
ジ
ャ
ス
コ
新
洲
本
店
�

▽
午
後
一
時
半
〜
三
時
�

 
県
立
淡
路
病
院
�

▽
午
後
三
時
四
十
分
〜
四
時
�

　
二
十
分
�

 
洲
本
家
畜
保
健
衛
生
所
�

◆
十
月
九
日
（木）
�

▽
午
後
二
時
〜
四
時
半
�

 
中
央
電
気
（株）
�

◆
十
月
十
五
日
（水）
�

▽
午
前
十
時
〜
午
後
三
時
半
�

 
洲
本
市
健
康
福
祉
館
�

▼
詳
し
く
は
、
市
保
健
セ
ン
タ

ー
（
　
２
２
・
３
３
３
７
）
へ
。
�

１７�

２５７�

ベッコウハゴロモの成虫�

写真�
文�

堀　田　　　久�
（淡路昆虫研究会会長）�

��ベ
ッ
コ
ウ
ハ
ゴ
ロ
モ
�

�　
ベ
ッ
コ
ウ
ハ
ゴ
ロ
モ
は
、
大

変
美
し
い
名
前
を
持
っ
て
い
ま

す
が
、
ウ
ン
カ
や
セ
ミ
の
仲
間

で
す
。
前
羽
は
褐
色
で
、
白
色

の
帯
状
斑
が
あ
り
、
後
羽
は
透

明
、
羽
を
開
い
て
も
一
　
ほ
ど

の
小
さ
い
昆
虫
で
す
。
�

　
セ
ミ
と
同
じ
で
、
針
の
よ
う

な
口
が
あ
り
、
植
物
の
汁
を
吸

っ
て
生
活
し
て
い
ま
す
。
成
虫

は
七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
出

現
し
、
ウ
ツ
ギ
な
ど
の
樹
上
に

集
ま
り
ま
す
が
、
各
種
の
果
樹

に
も
寄
生
し
て
害
を
与
え
ま
す
。

ま
た
、
イ
ネ
に
も
寄
生
し
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
�

　
卵
で
越
冬
し
、
幼
虫
は
五
月

ご
ろ
現
れ
ま
す
。
腹
部
の
突
起

か
ら
褐
色
の
長
い
毛
の
束
を
出

し
て
、
体
を
お
お
っ
て
い
ま
す
。
�

　
ベ
ッ
コ
ウ
ハ
ゴ
ロ
モ
は
、
本

州
か
ら
沖
縄
ま
で
広
く
分
布
し

て
い
る
普
通
種
で
、
淡
路
島
内

で
も
各
地
で
見
ら
れ
ま
す
。
�

��

ミ
リ
�

献
血
日
程�

　１０月１日、全国で住宅・土地統計調査が行われます。

この調査は住宅・土地に関する最も基本的な調査で、

その結果は豊かな暮らし、やさしい住まいのための基

礎資料となります。皆さまのご理解とご協力をお願い

します。�

　なお、調査の内容は統計を作成するためだけに使用

するもので、その他の目的には一切使用しません。�

　詳しくは、市役所総務部総務課行政係（　２２・３

３２１内線２２４、２２６）へ。�

▼
�

相

談

�

会議や研修、展示に利用しませんか！！�会議や研修、展示に利用しませんか！！�

洲本市民会館会議室　（例）午後１時～５時　３，３００円�

住宅・土地統計調査に�
　　　　　　ご協力お願いします�
住宅・土地統計調査に�
　　　　　　ご協力お願いします�

▼
�

※ 市内に住所があり、営利目的で利用する場合の１室の料金です。�
※ 冷暖房など附属設備を利用する場合は別途料金が必要です。�
　展示販売や、大ホール、控室利用料など詳しくは、洲本市民会館（　２２・１３１５）へ。�

�

マイ・バッグ・キャンペーンマイ・バッグ・キャンペーン�
（買い物袋持参運動）（買い物袋持参運動）�

マイ・バッグ・キャンペーンマイ・バッグ・キャンペーン�
（買い物袋持参運動）（買い物袋持参運動）�

マイ・バッグ・キャンペーン�
（買い物袋持参運動）�

１０月１日～３１日は重点実施期間です�



１８�

119

と
う
ふ
入
り�

煮
こ
み
ハ
ン
バ
ー
グ�

6

　銘文によれば、永和５年（１３７９年）河内国八
上郡金田宮三所大明神（大阪府堺市）に、寄進され
たもので、天保８年（１８３７年）になって淡路上
堺村の農夫である太郎左右衛門の家から掘り出され、
村人たちによって八衢神社（河内神社）に奉納され
ました。鐘の形は重厚でバランスも良く、様式上か
ら永和時代（１３７５～７９年）の鋳造であると考
えられています。�

◆ 

作
り
方�

　
豆
腐
を
ク
ッ
キ
ン
グ
ペ
ー
パ

　
ー
で
く
る
み
レ
ン
ジ
で
三
分

　
間
加
熱
す
る
。�

　
生
し
い
た
け
・
た
ま
ね
ぎ
を

　
み
じ
ん
切
り
し
油
で
炒
め
る
。�

　
ミ
ン
チ
肉
を
よ
く
こ
ね
、
荒

　
熱
を
と
っ
た
　
　
　
を
加
え
、

　
卵
・
牛
乳
で
し
め
ら
せ
た
パ

　
ン
粉
を
加
え
練
り
混
ぜ
る
。�

　
フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
油
を

　
し
き
、
ハ
ン
バ
ー
グ
を
入
れ

　
焼
き
色
を
つ
け
て
ケ
チ
ャ
ッ

　
プ
、
ソ
ー
ス
、
コ
ン
ソ
メ
、

　
水
を
入
れ
て
煮
こ
む
。�

　
器
に
盛
り
、
茹
で
た
に
ん
じ

　
ん
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
添
え

　
る
。�

グラ�
ム�

キ�
　ロ�
�

カロ�
リー�

◆八衢◆八衢（はちまた）神社神社の梵鐘梵鐘（県指定文化財県指定文化財）・・・五色町上堺五色町上堺�◆八衢（はちまた）神社の梵鐘（県指定文化財）・・・五色町上堺�

�
　◆ 材料（４人分）�
　合びきミンチ　　１６０　�
　木綿豆腐　　　　１/２丁�
　塩・こしょう　　各少々�
　生しいたけ　　　２枚�
　たまねぎ　　　　１/２個�
　卵　　　　　　　１/２個�
　牛乳　　　　　　大さじ１�
　パン粉　　　　　大さじ２�
　ケチャップ　　　大さじ４�
　ウスターソース　大さじ１�
　コンソメ　　　　１個�
　水　　　　　　　１カップ�
　にんじん　　　　適量�
　ブロッコリー　　適量�
�
　　　　　１人分�
　エネルギー　１８１　�
�
　　栄養士　久保田とし子�

広
告�日本最初の�

健康体操�
●洲本教室…中央公民館（第２・第４木曜日 朝１０時）�
●安乎教室…安乎公民館（月１回 夜７時３０分）�

０７９９－２４－３３８７（山本千代子）�
０７９９－８６－０８９３（本多佐和子）�
－お問い合せ－�

じ きょう じゅつ�生徒募集�

へ�

�

TEL 26-1133

私たちの住む淡路島の特産品�
を全国へ宅配します。�
いろいろ選んで詰め合わせる�
「うまいもん」ギフトが好評！�

�

ギフトに淡路特産品を！�

淡路ごちそう館� （みけつくに）�御食国�

毎月第２・３水曜日は定休日となっています。�
貸切等の事情により上記定休日以外でも一般営業をお休みする場合がございます。�

　乳幼児のツベルクリン反応とＢＣＧ接種を行います。�

母子手帳を持参して受けてください。�

◆ 対 象 児  平成１５年３月１日～６月３０日生まれ�

◆ 実施場所  洲本市健康福祉館�

�◆ 実施日時�

判定・ＢＣＧ�
 実施日�

上物部、津田、納、�

加茂、千草�

10月 1日（水）  10月 3日（金）�

10月 6日（月）   10月 8日（水）�

10月15日（水）  10月17日（金）�

▽
�

時間はいずれも、午後２時～２時３０分�

乳幼児結核検診を行います�乳幼児結核検診を行います�乳幼児結核検診を行います�

対象地区� ツベルクリン反応�
実施日�

内町、外町、潮、大野、�

鮎屋、安乎、中川原�

物部、由良、上灘�

▽
�

▽
�

 国の公衆衛生審議会から、昭和５０年から５２年生まれ

の人はポリオワクチンを接種したにもかかわらず、抗体保

有率が低いと報告されています。この年代の人は再度、予

防接種を受けられることをお勧めします。１１月１７日、

１８日、２１日、２５日にポリオワクチンの接種を行いま

す。接種希望の人は１０月１７日（金）までに電話で保健

センターへ申し込んでください。任意接種のため４，００

０円が必要です。また次の病院などでも接種できます。�

　兵庫医科大学病院（西宮市武庫川町 　０７９８・４５・

　６１１１）　�

　神戸市中央保健所（海外渡航者のみ  神戸　市中央区雲

　井通  　０７８・２３２・４４１１）�

�

昭和５０～５２年生まれの人は�
          ポリオワクチンの追加接種を�
昭和５０～５２年生まれの人は�
          ポリオワクチンの追加接種を�

▼
�

　乳幼児結核診断、ポリオワクチンについて詳しくは、洲本市健康福祉館内健康課（　２２・３３３７）へ。�

10月7日（火）まで� ーディナータイムー�

「豆腐料理ばいきんぐ」実施�
多種多彩な豆腐料理をヘルシーな新企画で！�多種多彩な豆腐料理をヘルシーな新企画で！�
・温製料理　・冷製料理　・飯類　・デザート　�
・サラダ　・フルーツ　・ソフトドリンク　など�

大人￥1,500（税込）　小人￥800（税込）　�



１９�

お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ�

古紙配合率１００％再生紙を使用しています�

成人健康相談  １１月１０日（月）、�
　午後１時３０分～３時�

ママメイト（対象・妊婦）�
　いのちって何だ  毎月第１～第４月曜�
　日、受付・午前９時３０分～�
　お母さんは元気 １０月２２日（水）、�
　受付・午後１時３０分～�
　おっぱいで育てたい　１０月２１日（火）、�
　受付・午後１時３０分～�
　赤ちゃん大好き  １１月１１日（火）、�
　受付・午後１時３０分～�
　こんにちは赤ちゃん １０月７日（火）、�
　受付・午後１時３０分～�
　離乳食のおけいこ  １０月１日（水）、�
　受付・午後１時３０分～�
離乳食教室  �
　はじめての離乳食（対象・４か月～６�
　か月児）１０月１日（水）、午後１時
　１５分～３時�
　マイステップ（対象・７か月～１歳児）�
　１０月８日（水）、午前１０時～１１
　時３０分�
７か月児相談  ９月２４日（水）、�
　受付・午前９時４５分～１０時、対象
　者（Ｈ１５．２月生まれ）には案内、�
　問診票などを送付します。�
２歳児健康相談  ９月２５日（木）、�
　受付・午後１時～１時１５分、対�
　象者（Ｈ１３．９月生まれ）に�
　は案内、問診表などを送付します。�
乳幼児相談  １０月１７日（金）、�
　午前９時３０分～１１時�
歯科保健相談　毎月第４水曜日、受�
　付・午後１時～１時３０分。フッ�
　素塗布を同時に行います（予約が�
　必要、料金１，４８０円）。�
成人健康相談 毎月第１～第４月曜日、�
　午後１時～３時（栄養相談は第２・
　４月曜日、糖尿病予防重点相談は第
　１・３月曜日）�

　３月曜日、午前１０時から正午（予�
　約が必要）�
栄養専門相談  毎月１・３月曜日午後１時�
　～５時（予約が必要）�
胃がん検診  １０月 １日（水）、�
　午前９時（申込・市保健センターへ）�
２時間人間ドック  火、水、木曜日�
　で保健所が指定する日、　午前９時～
　（ 料 金 １５，２８０円 、申 込・�
　洲本健康福祉事務所へ）洲本市民で国民健�
　康保険に加入し３０歳以上の人に�
　８，０００円、社会保険などの加�
　入者で４０歳以上の人に５，００�
　０円の助成があります。（ただし�
　１年度１回限り）�

成人健康相談  毎月第１～４金曜日、�
　受付・午後１時～１時３０分�
　（成人病相談など・予約が必要）�
心の相談  毎月第２火曜日、奇数月第３�
　火曜日、予約制・午後１時３０分～      
　（精神病、痴呆、アルコールその他
　心の相談など。）�
栄養表示基準制度相談　毎月第１、�

　９月、１０月の乳幼児健康診査を次の�
とおり行います。対象者には問診票�
などを送付しますので、母子手帳を�
持参し受診してください。�
�
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（　２２・０７１２）�

由 良 公 民 館 で �
（　２７・２１６７）�

洲本健康福祉事務所で�
（保健所）�（　２２・３５４１）�

（　２２・３３３７）�

フリー�
ダイヤル�

　３０分～午後５時１５分、洲本市健�
　康福祉館（　２２・３３３２）で。�
青少年相談　毎月第３水曜日、午後�
　１時～３時、青少年センター�
　（　２２・４５４７）で。�
母子家庭相談　毎週金曜日午前１０�
　時３０分～午後５時、福祉事務�
　所で。�
高齢者相談　月～金曜日、午前９時�
　～午後５時３０分、淡路県民局�
　（　　　０１２０・３６・７８３０で。）�

法律相談　弁護士による相談。１０月�
　１日（水）、１０月１５日（水）�
　（受付・市役所市民相談係で電話�
　による予約受付けをしています  �
　　２２・３３２１内線３４５・３ �
　４６）総合福祉会館で。�
行政相談　１０月２日（木）（受付・午後
　１時１５分～３時まで）総合福祉会館
　で。�
社会保険相談　毎月第３金曜日、午�
　前１０時～午後３時、市民会館で。�
心配ごと相談　毎月２日、１２日、�
　２２日、２７日（日曜、祝日の場�
　合は翌日）午後１時～４時、総合�
　福祉会館で。電話での相談にも応�
　じています。（  ２６・００２２）�
人権相談　毎週水曜日午前９時～午後�
　４時、神戸地方法務局洲本支局人権�
　相談室（　２２・０４９７）で。�
家庭児童相談  ０～１８歳までの子供�
　の相談。毎週月・火・木、午前８時�

市保健センターで�
（　２２・３３３７）�

�

　図書館は、９月１２日で開館５周年
を迎えました。「市民の皆様に愛され
親しまれる図書館」として、これから
も益々のご利用お待ちしております。�
�

《 お 知 ら せ 》�

　昨年に引き続き「図書館市民まつり」
が１０月２５日（土）･２６日（日）
の両日に開催されることになりました。�
 多彩な催しが行われ、いつもとは違っ
た雰囲気が楽しめます。この機会にぜ
ひ、ご家族やお友達の方と一緒にお越
しください。�
�

《 行事のお知らせ 》�

「いっしょにおはなしかい」�
（０～３歳児対象）�

１０月１日(水) 午前１１時～�
「おはなし会」（３～６歳児対象）�

１０月１１日(土) 午後２時～�
「もっとおはなし会」（小学生対象）�
１０月１１日(土) 午後２時３０分～�

「おりがみ教室」�
１０月４日(土) 午後２時～�

※「おりがみ教室」は定員４０名。参加申込は
前日まで。」�
※１０月の「つくってあそぼう！」は「図書館
市民まつり」開催日の１０月２６日（日）に行
います。この日参加する分については事前に申
込は必要ありません。�

（　２２・３３２２）�

洲本市民工房ギャラリー�
◆亀山あつ子グループ展�
１０月１３日（月）�
午前１０時～午後６時�
◆陶の会　　作陶展�
１０月１７日（金）～１９日（日）�
午前１０時～午後６時�
主催　陶の会�
◆篆刻講習会�
１１月８日（土）、午前１０時～午後３時�
定員２０名　講師　古溝　茂氏�
受講料　１,０００円�
　申し込みは、同工房まで。　�

9月18日（木）�

9月26日（金）�

10月 2日（木）�

10月 9日（木）�

10月16日（木）�

10月24日（金）�

乳　児�10か月児�1歳6か月児�３歳児�

場　所�

受　付�
時　間�

午後１時～１時１５分�

市 保 健 セ ン タ ー �
午後�
１２時４０分�
　～１時�

Ｈ１５年５月生�

Ｈ１４年１１月生�

Ｈ１４年２月生�

Ｈ１４年３月生�

Ｈ１２年７月生�

Ｈ１５年６月生�

▼
�

火�火�
火�

火�火�
火�



遊覧シーズンの洲本港埠頭　昭和１５年�

淡路交通さよなら電車　昭和４１年９月３０日�

２０�

淡路文化史料館　平成１５年度企画展�

海 と 陸 の 交 通 �海 と 陸 の 交 通 �

　激動の時代と呼ばれた２０世紀が去って３年が

経とうとしています。その時代は私たちが住む淡

路島にとってどんな時代だったのでしょうか。�

　まず島内外の海陸交通網の整備によって、産業

活動や住民生活に大きな変貌が見られた時代と考

えられます。同時に私たちの中で「人と人との結

びつき」の意識が次第に薄れていった時代ではな

いでしょうか。�

　この展示会では２０世紀に島民のくらしを支え

てきた海と陸の交通の変遷を、写真や絵葉書など

の資料を通して振り返ります。�

�

淡路島の２０世紀�

◆と　き　１０月４日（土）～１２月７日（日）

　午前９時～午後５時（入館は４時３０分まで）�

◆ ところ　淡路文化史料館�

◆入場料　一般　４００円（３２０円）、高校・

　大学生　２５０円（２００円）、小学・中学生

　１００円（８０円）（　）は団体２０人以上�

＊幼児・身障者は無料　�

＊小学・中学生はココロンカードか、のびのびパ

　スポートを提示すれば　無料�

　詳しくは、洲本市立淡路文化史料館（　２４・

３３３１）へ。�

�

▼
�


